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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
下
の
我
が
国
の
重
要
課
題

は
、
人
口
減
少
社
会
へ
と
向
か

う
中
で
、
地
方
に
お
い
て
も
経

済
回
復
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

成
長
軌
道
を
確
実
な
も
の
と
す

る
こ
と
と
、
地
方
創
生
と
い
っ

て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

森
林
・
林
業
に
つ
い
て
は
、

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い

る
森
林
資
源
を
循
環
利
用
し
つ

つ
、
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出

や
国
産
材
の
安
定
的
・
効
率
的

な
供
給
体
制
を
構
築
し
、
林
業

の
成
長
産
業
化
を
図
る
こ
と
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
若
年
人
口
の
減
少

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
域
の

多
く
が
中
山
間
地
域
に
位
置
し

て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
地
域

に
豊
富
に
存
在
す
る
森
林
資
源

を
活
用
し
て
地
域
の
主
要
な
産

業
で
あ
る
林
業
の
振
興
を
通
じ

て
地
域
経
済
の
活
性
化
と
定
住

の
促
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

四
国
は
、
そ
の
面
積
の
四
分

の
三
が
森
林
で
、
人
工
林
の
割

合
も
六
割
に
上
る
な
ど
、
全
国

に
比
べ
て
も
豊
か
な
森
林
資
源

に
恵
ま
れ
て
お
り
、
伐
採
期
を

迎
え
た
森
林
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
林
業
の
成

長
産
業
化
と
こ
れ
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
、
地
方
創
生
を
図
る

こ
と
は
、
四
国
に
お
い
て
よ
り

重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
四
国
で

は
、
大
型
製
材
工
場
や
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
本
格
稼

働
、
産
官
学
に
よ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の

開
発
普
及
へ
の
積
極
的
な
取

組
み
な
ど
、
森
林
資
源
の
利
用

や
林
業
の
振
興
に
つ
な
が
る

動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
と
し
て

も
、
四
国
の
森
林
の
一
割
を
占

め
る
国
有
林
の
適
切
な
管
理

運
営
等
を
通
じ
て
、
四
国
林

業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
よ
う
、
本
年
の
業
務

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
急
峻
な
地
形

の
中
で
ど
の
よ
う
に
し
て
一
層

の
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
か
検
討
し
、
低
コ
ス
ト

で
効
率
的
な
施
業
方
式
を
積
極

的
に
採
り
入
れ
る
な
ど
に
よ

り
、
低
コ
ス
ト
な
木
材
生
産
を

進
め
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る

シ
ス
テ
ム
販
売
を
通
じ
て
需
要

者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
安
定
的

な
木
材
供
給
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
先
進
的
な
技
術

の
開
発
普
及
や
森
林
・
林
業
経

営
を
担
う
人
材
育
成
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
ニ
ホ

ン
ジ
カ
な
ど
の
鳥
獣
害
対
策
に

関
係
者
と
協
力
し
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
山
地
災
害
リ
ス
ク

の
高
い
四
国
の
特
性
を
踏
ま

え
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
関
係
の
皆
様
に
と
っ
て
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念

申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

四
国
森
林
管
理
局
長

　大

　山

　誠

　一

　郎
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一
一
月
二
七
日
に
第
二
回
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
好
天
に

も
恵
ま
れ
、
四
国
四
県
か
ら
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
一
四
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
勉
強
会
は
、
森
林
整
備
、

治
山
事
業
、
木
材
利
用
等
の
一

連
の
国
有
林
の
業
務
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
二
回
に
分
け
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

一
回
目
の
七
月
は
、
森
林
管

理
局
が
施
工
し
て
い
る
民
有
林

の
大
規
模
地
す
べ
り
治
山
事
業

箇
所
と
つ
り
橋
の
掛
け
替
え
資

材
を
提
供
し
て
い
る
祖
谷
の
か

ず
ら
橋
の
見
学
を
行
い
、
国
土

保
全
と
木
の
文
化
を
支
え
る
取

組
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
回
目
の
今
回
は
、
間
伐
事

業
の
現
地
等
に
赴
き
森
林
整
備

や
木
材
利
用
の
取
組
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

最
初
の
見
学
地
で
あ
る
高
知

県
四
万
十
町
の
大
怒
田
山
（
お

お
ぬ
た
や
ま
）
国
有
林
で
は
、

間
伐
事
業
実
施
箇
所
で
の
伐

倒
作
業
や
高
性
能
林
業
機
械

（
ハ
ー
ベ
ス
タ
）
の
造
材
等
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

次
の
訪
問
地
で
あ
る
四
万
十

町
役
場
庁
舎
で
は
、
公
共
建
築
物

の
木
造
化
の
推
進
、
地
元
木
材
利

　

国
有
林
事
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
の
活
用
に
向

け
、
各
森
林
管
理
局
で
実
用
化

試
験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、

当
森
林
管
理
局
に
お
い
て
も

一
一
月
二
七
日
、
四
万
十
森
林

管
理
署
中
川
内
山
国
有
林
に
お

い
て
、
高
知
県
や
県
内
の
各
森

林
組
合
及
び
各
森
林
管
理
署
等

か
ら
関
係
者
約
九
〇
名
が
参
加

し
、
地
上
型
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス

キ
ャ
ナ
に
よ
る
森
林
調
査
の
実

地
計
測
及
び
検
討
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

地
上
型
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス

キ
ャ
ナ
に
よ
る
森
林
調
査
は
、

間
伐
事
業
実
施
箇
所
で
の
勉
強

会
の
様
子

国有林モニター勉強会への参加者の皆様と
（高知県四万十町役場において）

 ｢

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会｣

を
開
催

〈
企
画
調
整
課
〉

 

３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
検
討
会

〈
資
源
活
用
課
〉

用
の
取
組
等
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
は
、
各
視

察
地
で
の
説
明
に
つ
い
て
大
変

熱
心
に
聞
き
入
り
、
実
際
の
作

業
や
機
械
に
関
す
る
質
問
や
意

見
を
活
発
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
勉
強
会
に
つ
い
て
、

参
加
し
た
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か

ら
、
「
現
場
作
業
の
流
れ
を
実

際
に
見
て
、
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
」
「
私
た
ち
の
知
ら
な
い

所
で
国
有
林
の
管
理
が
き
ち
ん

と
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な
勉
強
会
と
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。
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３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
で
森

林
を
計
測
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を

自
動
解
析
す
る
こ
と
で
、
立
木

情
報
や
胸
高
直
径
、
樹
高
や
地

形
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
検
討
会
は
、
中
川
内

山
国
有
林
四
〇
〇
五
林
班
い
１

小
班
一
一
．
二
七
ha
の
う
ち
、〇
．

一
六
ha
を
計
測
地
に
設
定
し
、

同
レ
ー
ザ
ー
の
設
置
や
調
整
及

び
計
測
方
法
や
計
測
時
間
な
ど

の
集
計
測
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
従
来
の
人
手
に
よ
る

コ
ン
パ
ス
測
量
や
毎
木
調
査
と
、

地
上
型
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ

ナ
の
計
測
手
法
と
の
作
業
工
程

ご
と
の
比
較
を
行
っ
た
結
果
、区

域
測
量
・
区
域
表
示
で
は
、
約

〇
．
五
人
の
労
力
削
減
と
な
り
、

毎
木
調
査
で
は
約
二
．
一
人
の

労
力
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
立
木
の
配
置

統
合
の
際
に
生
じ
た
位
置
の
誤

差
修
正
の
方
法
や
立
木
の
形
状

に
よ
る
胸
高
直
径
の
誤
差
等
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
樹
種
判
別
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
杉
・
桧
だ
け
で
な
く
カ

ラ
松
な
ど
他
樹
種
の
識
別
も
可

能
に
な
る
よ
う
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　

林
業
や
木
材
産
業
の
技
術
革

新
が
進
む
中
、
レ
ー
ザ
ー
ス

キ
ャ
ナ
に
よ
る
調
査
は
画
期
的

な
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
、
国

有
林
の
収
穫
調
査
だ
け
で
な
く

民
有
林
施
業
の
集
約
化
や
木
材

取
引
の
拡
大
に
も
大
い
に
貢
献

す
る
も
の
で
あ
り
、
当
森
林
管

理
局
と
し
て
も
フ
ィ
ー
ル
ド
の

提
供
や
デ
ー
タ
分
析
の
助
言

等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
、

検
討
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

一
二
月
一
五
日
、
四
国
森
林

管
理
局
二
階
会
議
室
に
お
い

て
、
第
二
回
技
術
開
発
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
、
四
国
森
林
管

理
局
技
術
開
発
委
員
会
運
営
要

綱
に
基
づ
き
、
技
術
開
発
の
計

画
・
評
価
・
方
法
等
に
つ
い
て

意
見
を
聴
く
も
の
で
、
森
林
生

態
学
、
林
木
育
種
、
遺
伝
資
源
、

森
林
管
理
経
営
等
の
専
門
家
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
二
七
年
度
中

に
実
施
し
た
技
術
開
発
課
題
の

内
、
完
了
報
告
一
課
題
「
下
刈

省
略
化
に
よ
る
シ
カ
食
害
低
減

効
果
の
検
証
」
（
一
年
の
開
発

期
間
延
長
提
案
）
と
、
平
成

二
八
年
度
新
規
課
題
（
案
）「
再

造
林
地
で
の
シ
カ
削
減
効
果
な

３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
検
討

会
の
様
子

第
二
回
技
術
開
発
委
員
会

 

技
術
開
発
課
題
に
貴
重
な
意
見

 

「
平
成
二
七
年
度
第
二
回
技
術
開
発
委
員
会
」
を
開
催

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
計
測
の
様
子
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ど
の
被
害
防
護
対
策
を
軽
減
で

き
る
条
件
の
検
証
」
の
計
二
課

題
に
つ
い
て
、
審
議
を
い
た
だ

き
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、
「
下
刈
省
力
化

に
よ
る
シ
カ
食
害
低
減
効
果
の

検
証
」
に
つ
い
て
は
、
①
下
層

植
生
や
シ
カ
食
害
状
況
の
長
期

調
査
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
最

低
で
も
下
刈
が
終
了
す
る
期
間

ま
で
は
調
査
を
継
続
す
べ
き
。

②
食
害
の
あ
る
植
栽
木
と
食
害

の
な
い
植
栽
木
の
成
長
調
査
の

比
較
検
証
を
要
請
。
③
下
刈
区

域
を
囲
む
様
に
無
下
刈
区
域
を

設
け
る
こ
と
は
賛
成
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
規
課
題
「
再
造
林
地
で
の

シ
カ
削
減
効
果
な
ど
被
害
防
護

対
策
を
軽
減
で
き
る
条
件
の
検

証
」
に
つ
い
て
は
、
①
雌
ジ
カ

の
個
体
確
認
は
難
し
い
こ
と
か

ら
、
緻
密
な
カ
メ
ラ
撮
影
と
Ｇ

Ｐ
Ｓ
調
査
に
加
え
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑

定
も
す
べ
き
。
②
シ
カ
侵
入
頻

度
の
調
査
は
カ
メ
ラ
撮
影
情
報

で
把
握
可
能
で
あ
る
。
③
シ
カ

捕
獲
は
簡
単
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
熟
練
者
等
の
知
識
・
技
術

も
取
り
入
れ
な
が
ら
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
等
、
各
課

題
に
対
し
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
頂
き
ま
し
た

こ
れ
ら
の
貴
重
な
意

見
を
踏
ま
え
て
、
今

後
の
試
験
設
定
の
あ

り
方
な
ど
技
術
開
発
・

普
及
支
援
に
活
か
し

て
行
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

一
一
月
二
一
日
第
九
回
西
分

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
当
森
林
管

理
局
も
雛
人
形
の
展
示
と
森
林

教
室
や
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ

と
い
う
テ
ー
マ
で
参
加
し
ま
し

た
。

　

文
化
祭
へ
の
参
加
は
、
高
知

市
春
野
町
西
分
公
民
館
か
ら
、

公
民
館
が
行
っ
て
い
る
地
域

活
性
化
、
交
流
健
康
寿
命
延

伸
活
動
の
一
環
と
し
て
森
林

木
工
教
室
の
要
請
が
あ
っ
て

引
き
受
け
た
の
が
始
ま
り
で
、

五
月
、
九
月
に
続
き
、
今
回

で
三
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
二
三
名
（
内
子
供

二
名
）
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

森
林
教
室
で
は
、
森
林
の
働

き
を
ク
イ
ズ
形
式
で
実
施
し
ま

Ｈ
28
新
規
課
題
試
験
予
定
地

シ
カ
食
害
低
減
効
果
検
証
試
験
地

む
し
検
を
楽
し
む
地
域
住
民
の

皆
様

 

第
九
回
西
分
文
化
祭

　
（
春
野
町
西
分
公
民
館
）
に
参
加〈
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し
た
。
高
知
県
の
森
林
率
に
つ

い
て
は
、
全
員
が
正
解
で
し
た

が
、
「
森
林
の
な
い
山
の
ほ
う

が
、
水
を
貯
え
る
力
が
あ
る
」
、

「
全
て
の
木
は
寒
く
な
る
と
紅

葉
す
る
」
な
ど
誤
っ
て
理
解
し

て
い
る
方
が
多
数
い
ま
し
た
。

ま
た
「
竹
は
ど
の
仲
間
」
で
は
、

皆
さ
ん
相
当
頭
を
悩
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
全
問
正
解
者
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
ク
イ

ズ
を
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
ま
し

た
。
ク
イ
ズ
の
参
加
者
に
は
、

二
〇
一
六
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

差
し
上
げ
、
八
月
一
一

日
の
「
山
の
日
」
の
Ｐ

Ｒ
も
合
わ
せ
て
行
い
ま

し
た
。

　

次
に
「
木
の
オ
モ

チ
ャ
」
で
遊
ぼ
う
で

は
、
む
し
剣
（
簡
単
な

け
ん
玉
）
や
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
ゴ
ム
鉄
砲
で

遊
ん
で
も
ら
い
参
加
者

に
は
、
カ
ー
ド
や
ジ
ー

ジ
ー
ゼ
ミ
や
ケ
ロ
ケ
ロ

カ
エ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
供
さ

ん
は
、
用
意
し
た
一
二
種
類
の

カ
ー
ド
全
て
ゲ
ッ
ト
し
喜
ん
で

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

他
の
木
製
の
オ
モ
チ
ャ
（
輪
投

げ
、
羽
子
板
け
ん
玉
な
ど
）
も

人
気
で
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

今
回
、
文
化
祭
の
一
役
を
担

い
地
域
の
方
々
の
作
品
と
合
わ

せ
て
、
当
森
林
管
理
局
の
「
木

製
の
作
品
（
オ
モ
チ
ャ
外
）
」

の
展
示
と
、
ま
た
そ
れ
を
実
際

に
手
で
持
っ
て
遊
ぶ
と
い
っ
た

こ
と
で
木
の
温
も
り
や
手
触
り

の
良
さ
等
「
木
」
の
Ｐ
Ｒ
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

一
二
月
一
二
日
、
高
知
県
日

高
村
日
高
村
立
図
書
館
に
お
い

て
、
児
童
一
六
名
、
職
員
三
名
、

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
五
名
の

計
二
四
名
の
参
加
で
、
森
林
木

工
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
図
書
館
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
ク
リ
ス
マ

ス
に
ま
つ
わ
る
紙
芝
居
や
、
本

の
読
み
聞
か
せ
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
当
森
林
管
理
局
の

森
林
木
工
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
水
・
川
を
メ
イ
ン

に
「
日
高
村
の
川
に
つ
い
て
」

や
「
森
林
の
働
き
」
に
つ
い
て

ク
イ
ズ
方
式
で
森
林
教
室
を
行

い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
地
元

の
川
に
つ
い
て
、
何
処
か
ら
流

れ
て
き
て
い
る
の
か
？
距
離

は
？
な
ど
の
問
題
は
少
し
難
し

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
一
生
懸

こ
れ
ま
で
の
木
工
教
室
で
地
域
の
方

が
作
製
し
た
作
品
の
展
示
（
鯉
の
ぼ

り
、
お
雛
様
）

森
林
教
室

 

図
書
館
で
少
し
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

〈
技
術
普
及
課
〉


